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やっと会えたね！

HONU

(Photo/ひこうきの丘)

緊急事態宣言が解除された10月3日の日曜日
成田空港に、日本とハワイの空を結んでいる
全日本空輸㈱の「A380 Flying HONU」が
仲良く登場
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〈表 紙〉
ひこうきの丘からの光景

　行楽シーズン到来！スカイパークしばやまの
様々なイベントには、人の賑わいが戻ってきまし
た。10月3日には「ANAお仕事体験教室」が航
空科学博物館で開催され、わが町のしばっこくん
もホスト役として、来場者の注目を浴びました。
また10月2日～31日までJR主催の「駅からハイ
キング」のコースが設置され、スカイパークしば
やまをPR出来ました。

９
月
定
例
会　

議
案
審
査

　
令
和
３
年
第
３
回
芝
山
町
議
会
定
例

会
が
、
９
月
９
日
か
ら
24
日
ま
で
の
16

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
付
託
議
案

○
総
務
常
任
委
員
会　
　
　
　

  

７
件

○
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会　

  
４
件

令
和
２
年
度
決
算

　
89
億
６
０
０
万
円
を
認
定

一
般
会
計
歳
入　
70
億
５
２
９
９
万
円

（
町
民
1
人
あ
た
り
99
万
２
９
６
０
円

の
収
入
）

一
般
会
計
歳
出  　
67
億
８
２
３
万
円

（
町
民
1
人
あ
た
り
94
万
４
４
２
２
円

の
支
出
）

暮らしに溶け込む
      予算審議

9 月
議 会

〜第３回芝山町議会定例会のあらまし〜

令
和
２
年
度
決
算
の
監
査
委
員
総
評

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営

　
一
般
会
計
の
歳
入
に
占
め
る
税
金

な
ど
の
自
主
財
源
は
66
・
5
％
で
、

財
政
運
営
の
自
主
性
の
大
き
さ
を
示

す
財
政
力
指
数
は
０・
９
９
２
で
県

内
の
自
治
体
で
は
、
8
番
目
と
い
う

高
い
水
準
に
あ
る
。
し
か
し
、
人
件

費
な
ど
の
決
ま
っ
た
支
出
の
割
合
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
90
・
９
％
に

達
し
て
お
り
、
経
費
削
減
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
今
後
も
社
会
保
障
経
費
の
増
加
は

避
け
ら
れ
な
い
要
素
で
あ
る
た
め
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営

を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化

に
関
連
す
る
大
規
模
事
業
が
多
数
計

画
さ
れ
て
お
り
、
相
当
の
財
政
的
負

担
が
伴
う
と
推
測
さ
れ
、
財
政
面
の

中
長
期
的
な
見
通
し
を
立
て
て
進
捗

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や
施

策
の
取
捨
選
択
に
よ
り
、
総
合
計
画

と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
町
の
実
情

に
即
し
た
事
業
を
展
開
し
、
町
民
の

福
祉
向
上
に
努
め
、
健
全
な
行
財
政

運
営
を
推
進
し
、
第
５
次
芝
山
町
総

合
計
画
の
理
念
で
あ
る
「
仕
事
・
子

育
て
・
ま
ち
・
暮
ら
し
・
充
実
と
希

望
が
生
ま
れ
る
国
際
空
港
町・芝
山
」

の
実
現
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　

  

「
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
抜
粋
」
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議会人事

議案審議

　成田空港の更なる機能強化に伴う移転代替地の整備のた
めの菱田社会体育館を廃止し、新たに旧東小体育館を加え
るための条例の一部改正

　令和３年９月３０日付けで麻生 孝之議員、堀越 保夫議員が
議員辞職願を提出し、同日岩澤議長により許可されました。
　これにより、議会人事に変更がありました。（太字表示）

〈まちづくり常任委員会〉
委 員 長　　平山　  弘 議員
副委員長　　萩原　正規議員
　　　　　　小嶋　秀樹議員
　　　　　　實川　嘉一議員

〈議会運営委員会〉
委 員 長　　實川　嘉一議員
副委員長　　内田　白民議員
　　　　　　平山　  弘 議員
　　　　　　坂井　慶子議員
　　　　　　萩原　正規議員
　　　　　　岩澤　達弥議員

〈芝山町都市計画審議会委員〉
　　　　　　内田　白民議員
　　　　　　平山　  弘 議員
　　　　　　坂井　慶子議員
　　　　　　萩原　正規議員

〈山武郡市環境衛生組合議会議員〉
　　　　　　平山　  弘 議員
　　　　　　岩内　  章 議員

〈芝山町国民健康保険運営委員会委員〉
　　　　　　萩原　正規議員
　　　　　　實川　嘉一議員
　　　　　　坂井　慶子議員

　成田空港の更なる機能強化に伴う移転代替地の整備のた
めの菱田共同利用施設を廃止するための条例の一部改正

　新型コロナウイルスワクチン接種事業及び体制確保事
業・福祉センター非常用電源設備設置工事・産業用地創出
候補地現況測量業務・学校給食センター食器洗浄機購入

Q  （小嶋議員）　議案第６号
の歳入で固定資産税の

２億８９９万円の増加は、ど
のような内容か。

A NAA から成田空港整備
に係る償却資産の舗装・

ケーブル等の新規の増加届け
出がありました。

▶︎
４
月
か
ら
空
の
駅
と
ひ
こ
う
き
の
丘
に
設
置
さ
れ

た
JR
バ
ス
停

▶︎
ア
グ
リ
パ
ー
ク
を
通
る
JR
の
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
。

　
コ
ー
ス
に
は
案
内
の
道
し
る
べ
。

芝山町社会体育館の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例

　９月定例会で審議された議案の中から注
目議案をご紹介します。（議案採決 P17）

芝山町共同利用施設の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例

令和３年度芝山町一般会計補正予算（第５号）

議案第３号

議案第４号

議案第６号
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　令和３年第３回定例会に提出された補正予算は、本格的な災害シーズンを　令和３年第３回定例会に提出された補正予算は、本格的な災害シーズンを
迎え、福祉センターに非常用電源設備を設置するための緊急防災・減災事業迎え、福祉センターに非常用電源設備を設置するための緊急防災・減災事業
債、また、国からの新型コロナウイルスワクチン接種対策負担金及び体制確債、また、国からの新型コロナウイルスワクチン接種対策負担金及び体制確
保事業補助金等で、総額9910万9000円が計上され、今年度の一般会計予算保事業補助金等で、総額9910万9000円が計上され、今年度の一般会計予算
の総額は、58億8635万2000円となりました。の総額は、58億8635万2000円となりました。
　注目の予算をピックアップしました。　注目の予算をピックアップしました。

町内全域路線維持補修 自動食器洗浄機購入

まちづくり課　道路建設係 教育課　学校教育係

町管理道路におけるアスファル
トの老朽化やひび割れ等の部分
的な個所の道路の補修工事

小中学校の学校給食で使用する
自動食器洗浄機の購入費用

4000万円 863万円

道路の維持補修や部分的な道路改良 給食センターの自動食器洗浄機の購入

令和３年第３回定例会

住 み続けられる町へ
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注目の補正予算

福祉センター非常用
電源設備設置工事

福祉保健課　福祉係

<地方債>

災害に備え福祉センターに非常
用電源設備を設置

4994万円

避難所としての機能を万全に

新型コロナウイルスワク
チン接種体制確保事業

福祉保健課　保健衛生係
【補助金】

町が行うコロナウイルスワクチン接種
の委託費・派遣事業等の体制確保事業
の財源として活用できる補助金

ワクチン接種体制確保で国からの補助金

コロナワクチン
個別接種委託

産業用地創出候補地
現況測量業務

福祉保健課　保健衛生係
【補助金】

企画空港政策課　企画調整係

新型コロナウイルスワクチン接
種における町内医療機関個別接
種の委託料

町内（岩山地区）産業用地創出
候補地の現況測量

1150万円

763万円1405万円

個別ワクチン接種委託

<国庫負担金>

<国庫支出金>

造成のための地形確認
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【サイクルツーリズム】①自転車に乗ることを主な目的としたツー
リングと②旅行やレジャーを主な目的 とした行程の中で自転車を
利用すること の双方を指す。

ほ場整備の必須条件

Q （平山議員）転作の実施状況は。

A 転作率は若干下がっており、目視で少なく
なっていると感じています。

Q （小嶋議員）ほ場整備構想図作成業務委託
料が計上されているが、ほ場整備の最低条

件は。

A ほ場整備終了後、今まで以上の収益があげ
られることが必須条件となります。また、

地元の100％同意が必要です。

Q         （小嶋議員）モンベルフレンドエリア
九十九里連絡協議会の内容は。

A 山武市・横芝光町・芝山町・ＮＡＡが※サ
イクルツーリズムを通してこのエリアに愛

好家を引き込む仕組みづくりをする事業です。

特別会計を健全化

Q （小嶋議員）特別会計３事業（農業集落排
水・公共下水道・共同浄化槽）に公営企業

会計システム導入業務委託料が711万円計上さ
れているが全額町負担なのか。

A 補助金等はなく、起債で対応いたします。

Q （小嶋議員）導入のメリットは。

A 企業会計による資産等を見える化すること
により適正運営ができます。

正副委員長改選
　麻生孝之委員長、堀越保夫副委員長より辞任
の申し出があり了承され、新委員長に平山弘議
員、副委員長に萩原正規議員が選任されまし
た。

まちづくり常任委員会
職員が地方公共団体に損害を与えた場合の対応
Q （戸井議員）これまでに実際に監査委員が
賠償責任の有無を決定した事例はあった

か。

A まだありません。

Q （伊橋議員）損害の事例としてどんな想定
があるか。

A 例としては、職員が故意に町有財産を損傷
させた場合などです。

町の条例から国の法律に変更

Q （戸井議員）マイナンバーカード再発行手
数料800円は変わらないとのことだが、マ

イナポイントの資金は何処の負担か。

A ９月1日から地方公共団体情報システム機
構(J-LIS)が法律改正により再発行手数料を

徴収します。ポイントの資金は国の負担となり
ます。

芝山町社会体育館、施設場所を変更

Q （岩澤議員）空港の移転代替地整備で旧菱
田小体育館を廃止し、旧東小体育館へと施

設機能を移設するが、今後の予定とNAA への
提示金額は。

A 11月の臨時会または12月定例会で、NAA
への譲渡に関する議案を提出します。金額

については現在調整中です。

災害対策の要

Q （岩内議員）福祉センター非常用電源設置
の工期と運用開始時期は。

A 令和４年３月に完成見込みで、令和４年４
月から運用開始予定です。

総務常任委員会

R常任委員会    eportR

自転車という新しい旅
　９月１３日に開催されたまちづくり常任委員会では、議長から付託を　９月１３日に開催されたまちづくり常任委員会では、議長から付託を
受けた議案４件を、総務常任委員会では議案７件を審査しました。受けた議案４件を、総務常任委員会では議案７件を審査しました。



■
７
月
21
日

20
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化

Q （
小
嶋
議
員
）
水
道
事
業
の
計
画
範

囲
は
。

A
住
宅
系
３
拠
点
に
対
す
る
水
道
事
業

の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
認
可
基
準

に
満
た
な
く
給
水
区
域
を
拡
大
し
ま
し

た
。Q

（
小
嶋
議
員
）
事
業
費
も
拡
大
す
る

の
で
は
。

A
概
算
で
１
２
６
億
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
給
水
人
口
が
町
民

43
％
計
画
は
妥
当
か
。

A
将
来
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
希
望
に
応
じ
て
拡
大
し
ま
す
。

Q
（
麻
生
議
員
）
学
生
等
医
療
費
助
成

制
度
に
学
校
教
育
法
に
規
定
の
な
い

学
生
も
対
象
に
出
来
な
い
か
。

A
検
討
し
ま
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
学
生
に
限
ら
ず
助
成

し
て
は
。

A
検
討
し
ま
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
通
学
の
見
守
り
隊
募

集
の
予
定
は
あ
る
か
。

A
募
集
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
９
月
２
日

水
道
事
業
町
内
に
拡
大

Q
（
伊
橋
議
員
）
幼
稚
園
運
営
補
助
金

が
50
万
円
９
月
補
正
予
算
に
盛
ら
れ

た
理
由
は
。

A
当
初
予
算
で
は
補
助
金
が
無
し
で
幼

稚
園
経
営
が
ま
か
な
え
る
と
思
い
皆

減
し
ま
し
た
が
、
改
て
使
い
道
を
精
査
し

た
と
こ
ろ
有
効
性
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
代
替
え
地
専
用
水
道

実
施
計
画
業
務
委
託
料
の
減
額
理
由

はA
維
持
管
理
等
の
課
題
が
あ
り
、
移
転

住
民
の
意
向
を
確
認
し
た
結
果
、
個

別
井
戸
設
置
と
決
定
し
た
た
め
で
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
菱
田
社
会
体
育
館
・

共
同
利
用
施
設
の
廃
止
に
つ
い
て
避

難
場
所
に
も
な
っ
て
お
り
重
要
で
あ
り
代

替
え
案
は
あ
る
か
。

A
千
代
田
分
館
を
活
用
し
た
い
と
い
う

要
望
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お
祭
り

広
場
・
集
会
所
・
駅
に
近
い
所
に
公
共
施

設
を
検
討
中
で
す
。

Q
（
内
田
議
員
）
産
業
用
地
創
出
候
補

地
現
況
測
量
業
務
委
託
料
の
内
容

は
。A

小
候
補
地
で
あ
る
岩
山
地
先
の
を
20 

ha
現
況
測
量
す
る
も
の
で
す
。

Q （
實
川
議
員
）
人
・
農
地
プ
ラ
ン
自

質
化
に
つ
い
て
農
家
組
合
通
じ
て
意

見
集
約
す
る
方
法
は
。

A
資
料
等
の
回
覧
に
よ
る
意
見
集
約
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
も
よ
り
ま

す
が
年
度
末
に
座
談
会
レ
ベ
ル
の
説
明
会

を
開
催
予
定
で
す
。

Q （
坂
井
議
員
）
は
に
わ
祭
り
の
代
替

え
案
は
。

A
今
ま
で
の
ポ
ス
タ
ー
展
、
過
去
の
動

画
の
ウ
エ
ブ
配
信
で
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く

し
丸
事
業
の
時
間
帯
は
ど
う
な
る

か
。A

50
軒
程
度
の
訪
問
先
を
同
時
刻
に
訪

問
し
ま
す
。

Q （
堀
越
議
員
）
小
中
学
校
の
修
学
旅

行
・
校
外
学
習
の
実
施
予
定
は
。

A
校
外
学
習
は
９
月
12
日
以
降
に
延
期

し
ま
す
。
小
学
校
は
県
内
の
宿
泊
を

伴
う
修
学
旅
行
、
中
学
校
は
バ
ス
で
行
け

る
県
外
を
検
討
中
で
す
。
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Q
A

R全員協議会    eportR
令和３年７月から９月にかけて開催された全員協議会での
主な質疑の内容を報告します。

■
７
月
21
日

20
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化

Q （
小
嶋
議
員
）
水
道
事
業
の

計
画
範
囲
は
。

A
住
宅
系
３
拠
点
に
対
す
る
水

道
事
業
の
検
討
を
始
め
た
と

こ
ろ
認
可
基
準
に
満
た
な
く
給
水

区
域
を
拡
大
し
ま
し
た
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
事
業
費
も
拡

大
す
る
の
で
は
。

A
概
算
で
１
２
６
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
給
水
人
口
が

町
民
43
％
計
画
は
妥
当
か
。

A
将
来
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
希
望
に
応
じ
て

拡
大
し
ま
す
。

Q
（
麻
生
議
員
）
学
生
等
医
療

費
助
成
制
度
に
学
校
教
育
法

に
規
定
の
な
い
学
生
も
対
象
に
出

来
な
い
か
。

A
検
討
し
ま
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
学
生
に
限
ら

ず
助
成
し
て
は
。

A
検
討
し
ま
す
。

■
９
月
２
日

水
道
事
業
町
内
に
拡
大

Q
（
伊
橋
議
員
）
幼
稚
園
運

営
補
助
金
が
50
万
円
９
月

補
正
予
算
に
盛
ら
れ
た
理
由

は
。A

当
初
予
算
で
は
補
助
金
が

無
し
で
幼
稚
園
経
営
が
ま

か
な
え
る
と
思
い
、
皆
減
し
ま

し
た
が
、
改
め
て
使
い
道
を
精

査
し
た
と
こ
ろ
、
有
効
性
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
代
替
え
地

専
用
水
道
実
施
計
画
業
務

委
託
料
の
減
額
理
由
は
。

A
維
持
管
理
等
の
課
題
が
あ

り
、
移
転
住
民
の
意
向
を

確
認
し
た
結
果
、
個
別
井
戸
設

置
と
決
定
し
た
た
め
で
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
菱
田
社
会

体
育
館
・
共
同
利
用
施
設

の
廃
止
に
つ
い
て
避
難
場
所
に

も
な
っ
て
お
り
重
要
だ
が
代
替

え
案
は
あ
る
か
。

A
千
代
田
分
館
を
活
用
し
た

い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
お
祭
り
広
場
・
集

会
所
・
駅
に
近
い
所
に
公
共
施

設
を
検
討
中
で
す
。

Q
（
内
田
議
員
）
産
業
用
地

創
出
候
補
地
現
況
測
量
業

務
委
託
料
の
内
容
は
。

A
候
補
地
で
あ
る
岩
山
地
先

の
21 

ha
を
現
況
測
量
す
る

も
の
で
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
人
・
農
地

プ
ラ
ン
実
質
化
に
つ
い
て

農
家
組
合
を
通
じ
て
意
見
集
約

す
る
方
法
は
。

A
資
料
等
の
回
覧
に
よ
る
意

見
集
約
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
年

度
末
に
座
談
会
レ
ベ
ル
の
説
明

会
を
開
催
予
定
で
す
。

Q （
平
山
議
員
）
移
動
ス
ー

パ
ー
と
く
し
丸
事
業
の
訪

問
時
間
帯
は
ど
う
な
る
か
。

A
50
軒
程
度
の
訪
問
先
を
毎

回
、
ほ
ぼ
同
時
刻
に
訪
問

し
ま
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
小
中
学
校

の
修
学
旅
行
・
校
外
学
習

の
実
施
予
定
は
。

A
校
外
学
習
は
９
月
12
日
以

降
に
延
期
し
ま
す
。
小
学

校
は
県
内
の
宿
泊
を
伴
う
修
学

旅
行
、
中
学
校
は
バ
ス
で
行
け

る
県
外
を
検
討
中
で
す
。

Q （
坂
井
議
員
）
は
に
わ
祭

り
の
代
替
え
案
は
。

A
今
ま
で
の
ポ
ス
タ
ー
展
や

過
去
の
動
画
の
ウ
エ
ブ
配

信
で
す
。

▲１０月から社会体育館に
（旧東小体育館）

▲いにしえの文化を今に伝えるはにわ祭りのポスター

議会
の
視点
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　全議員により構成された「決算審査特別委員会」で、3 日間合計
13 時間を費やして慎重審議した結果、令和２年度の町会計収支を
全会一致で認定しました。

2億5298万円の

67億823万円

令和２年度の実質収支は

歳出総額(B)

【町債】
町の借金にあたり、一般会計における
年度末残高は 22億 9600 万円で、前
年比 4.9％の減額。特別会計を含む合
計残高は、32億 2853万円。

(A)－(B)－(C)

決算審査特別委員会

２０２０歳出ランキング 6.衛生費  3億29488万円（4.9％）

1. 総務費　26 億 3633 万円（39.3％） 7. 公債費　2 億 4004 万円（3.6％）

2. 民生費　11 億 777 万円（16.5％） 8. 消防費　2 億 1609 万円（3.2％）

3. 土木費　　8 億 5007 万円（12.7％） 9. 議会費　　　7737 万円（1.2％）

4. 農林水産業費  6億7736万円（10.1％） 10. 商工費 　　5427 万円（0.8％）

5. 教育費　　　5 億 1036 万円 (7.6%) 11. 災害復旧費　904 万円（0.1％）

▲感染防止対策が整えられた空の駅レス
トラン「FUWARI」

▲クリーンセンター設備工事箇所の説明
を受ける

決算審査特別委員会の現地視察にて

　人件費や扶助費などの使い道が決まってい
る支出の割合を示す「経常収支比率」は、比
率が低いほど柔軟な予算の活用が出来るとい
う指標であり、令和２年度は 90.9％と昨年
度より約２％下がったものの依然として高い
状況に推移し、財政の硬直化が町の課題と
なっている。

　歳入の構造としては、原則として町税
等で占める一般財源の割合が高いほど望
ましいとされており、令和２年度の割合
は、60.6％と昨年度より 14.9％下がっ
た。また、使途が限定される特定財源は、
39.4％で昨年度より 14.9％増となった。

【支出の特徴】【収入の特徴】

翌年度への繰り越し額は
9178万 (C)

字黒
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歳入総額(A)

【繰入金】
町の貯金にあたる財政調整基金など
から繰り入れた予算（財政調整基金
の年度末残高は8億 2358万円）

Q
（
岩
内
議
員
）
自
主
防
災
組

織
を
町
と
し
て
各
地
区
に
設

置
す
べ
き
で
は
。

A 

よ
り
多
く
の
自
主
防
災
組
織

を
作
る
た
め
、
各
地
区
へ
積

極
的
に
声
掛
け
を
し
ま
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
お
も
と
の
郷

の
現
在
の
入
居
状
況
と
旧
校

舎
の
現
在
の
使
用
状
況
は
。

A
旧
校
舎
の
１
階
を
地
域
交
流

の
場
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
な
る
予
定
で
す
。

Q
（
岩
澤
議
員
）
災
害
用
備
蓄

品
の
中
の
大
型
扇
風
機
は
、

も
っ
と
町
民
の
方
々
に
普
段
使
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う

か
。

A
町
民
の
皆
様
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
町
税
の
税
収
減

少
の
要
因
は
。

A
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
町
税
の
納

税
猶
予
が
起
因
し
て
い
ま
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
申
請
を
増
や
す
た
め
に
考
え
て
い

る
こ
と
は
。

A
広
報
誌
な
ど
に
掲
載
し
、
住
基

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
に
PR

し
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
会
計
管
理
者
と

し
て
税
収
の
徴
収
率
を
上
げ
る

努
力
を
し
て
い
る
か
。

A
具
体
的
な
指
示
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
町
民
税
務
課
と
連
携
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

Q
（
岩
澤
議
員
）
昨
年
度
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
納
税
猶
予
の
特
例
が

あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
ど
う
か
。

A
今
年
度
は
通
常
の
納
税
猶
予
と

な
り
ま
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
町
の
保
育
士
の

待
遇
面
は
ど
う
か
。

A
他
市
町
村
と
比
べ
る
と
賃
金
は

高
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
働

き
や
す
さ
の
点
で
評
判
は
良
い
で
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
乳
幼
児
健
診
で

は
月
齢
や
年
齢
が
健
診
時
の
対

象
年
齢
と
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
が
、
何
か
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

A
受
診
さ
れ
る
方
の
都
合
で
受
け

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の

で
、
特
に
取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
。

Q
（
堀
越
議
員
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
つ
い
て
教
員
を
対
象
と
し
た

研
修
は
あ
る
の
か
。

A
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
に
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
い
じ
め
防
止
対
策
の
仕

組
み
作
り
が
必
要
で
は
。

A
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
正
し
い
活
用
方
法
と

併
せ
て
い
じ
め
に
対
す
る
道
徳

的
な
面
を
子
供
た
ち
に
し
っ
か
り
と

指
導
し
て
い
き
ま
す
。

▲GIGAスクール関連の視察では、リモ
ートで授業風景が配信された

自主財源　(66.5％ ) 依存財源　(33.5%)
町　税　24 億 9651 万円（35.4％） 国庫支出金 10 億 9350 万円（15.5％）

諸収入　13 億 5676 万円（19.2％） 県支出金　　5 億 9631 万円（8.5％）

繰越金　  6 億   174 万円（8.5％） 地方消費税交付金2億4889万円（3.5％）

繰入金　  １億   476 万円（1.5％） 地方交付税　1 億 1221 万円（1.6％）

その他　  １億 3174 万円（1.9％） その他　　　3 億 1057 万円（4.4％）

小　計　46 億 9151 万円 小　計　　 23 億 6148 万円

９
月
15
日 

総
務
関
係

財政運営の自主性を示す
単年度財政力指数は 0.988

70億5299万円
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【重要業績評価指標】KPI指標とも言い、各事業の目標に対して達成度合い
を指す。今回はDMO活動実績が申請条件の目標数値に達しなかった為。 10

Q
（
坂
井
議
員
）
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
、
今
後
町
と
し
て
ど

の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
く
か
。

A
納
税
窓
口
を
増
や
し
た
り
、
ま

だ
組
み
入
れ
て
い
な
い
町
内
の

名
産
を
返
礼
品
に
し
て
い
き
ま
す
。

Q
（
岩
内
議
員
）
地
域
観
光
資
源

魅
力
発
信
ア
プ
リ
維
持
管
理
業

務
が
昨
年
で
終
了
し
た
が
、
こ
れ
に

代
わ
る
方
法
で
町
を
PR
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

A
観
光
部
署
と
連
携
し
、
携
帯
電

話
等
を
活
用
し
た
PR
方
法
を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
一
戸
残
し
対
策

等
、
地
区
の
分
断
が
起
こ
り
え

る
状
況
で
、
更
な
る
基
金
の
積
み
立

て
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
町
と
し
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A
更
な
る
基
金
の
積
み
立
て
は
こ

れ
か
ら
の
歳
入
の
状
況
を
見
て

の
対
応
に
な
り
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
周
辺
対
策
交
付

金
12
億
円
は
、
新
滑
走
路
が
で

き
る
ま
で
毎
年
こ
の
金
額
を
堅
持
で

き
る
の
か
。

A
今
回
一
戸
残
し
４
ヶ
所
分
の
金

額
が
入
っ
て
い
る
金
額
の
た

め
、
12
億
円
を
超
え
る
金
額
は
難
し

い
で
す
が
、
な
る
べ
く
近
い
金
額
を

堅
持
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動

に
対
し
て
国
へ
の
交
付
金
申
請

が
通
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

A
※
重
要
業
績
評
価
指
標
の
数
値

が
明
確
に
上
が
ら
な
か
っ
た
た

め
で
す
。

Q
（
岩
澤
議
員
）
高
谷
川
沿
い
道

路
整
備
事
業
で
は
、
予
算
の
財

源
は
全
額
Ｎ
Ａ
Ａ
負
担
な
の
か
。

A
概
略
設
計
は
全
て
Ｎ
Ａ
Ａ
負
担

で
す
。
予
備
設
計
か
ら
は
町
負

担
も
発
生
し
ま
す
。

Q
（
岩
内
議
員
）
令
和
元
年
度
の

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、〈
改

善
の
見
ら
れ
な
い
１
件
〉と
あ
る
が
、

そ
の
後
は
。

A
ま
だ
改
善
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
町
内
の
空
き

家
の
数
は
。

A
平
成
29
年
度
空
き
家
調
査
で

は
、
２
４
３
戸
で
し
た
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
無
料
ご
み
袋

の
配
布
を
60
枚
か
ら
40
枚
に

減
ら
し
た
理
由
は
。

A
交
換
率
が
85
％
程
度
に
留

ま
っ
て
い
る
の
で
、
無
駄
を

省
く
た
め
減
ら
し
ま
し
た
。

Q
（
内
田
議
員
）
川
津
場
地
区

に
排
水
路
が
設
置
さ
れ
た

が
、
そ
の
先
の
整
備
も
必
要
と
思

う
が
。

A
成
田
市
が
管
理
し
て
い
る
部

分
も
あ
る
の
で
、
成
田
市
の

環
境
下
水
道
課
に
も
相
談
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
成
田
用
水
事

業
で
機
能
強
化
に
よ
る
受
益

面
積
の
低
下
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

A
受
益
地
を
抱
え
る
周
辺
市
町

と
連
携
し
て
Ｎ
Ａ
Ａ
に
交
渉

し
て
い
く
方
針
で
成
田
用
水
に
相

談
し
て
い
ま
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
町
と
観
光
協

会
の
関
係
性
に
つ
い
て
消
極

的
に
見
え
る
が
、
今
後
の
方
向
性

は
。A

今
後
も
積
極
的
に
観
光
協
会

と
連
携
し
て
町
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

決算審査特別委員会

９
月
17
日 

ま
ち
づ
く
り
関
係

▲水田を育む成田用水の水管橋
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次
世
代
へ
の
扉
の
前
で

一般質問

坂井慶子議員

實川嘉一議員

麻生孝之議員

堀越保夫議員

岩内  章議員

※今定例会の傍聴者は19人でした。

・観光施策の現状と今後の構想
・安全な通学路と歩道整備

・新市場開拓に向けた水田リノ
ベーション事業

・水田基盤整備事業
・空港機能強化

・農業振興
・芝山町と成田空港の地域づくり

・インフラの要、道路整備は
・子育て支援の更なる充実
・町長勇退にあたり

・防災力強化
・公共交通

　緊急事態宣言下で行われ
た今回の一般質問―。極力
簡潔で短時間の時間配分を
心がけ、９日に３人、10
日に２人、計５名の議員が
登壇しました。

P12

P13

P14

P15

P16

【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて
６０分以内とされており、一つの項目に関して再質問は
２回までとされています。
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緊
急
通
学
路
点
検
の
結
果
と
対
策

は
。

【
教
育
長
】
７
月
下
旬
に
合
同
点

検
を
行
い
、
計
12
か
所
が
対
応
箇

所
と
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
課
で
は
注
意

喚
起
の
立
て
看
板
を
設
置
し
、
他
の
機

関
で
横
断
歩
道
な
ど
の
引
き
直
し
、
道

路
拡
幅
等
を
行
い
ま
す
。

新
井
田
か
ら
は
に
わ
台
へ
上
が
る

坂
道
の
歩
道
整
備
が
長
期
間
に
わ

た
り
住
民
か
ら
も
望
ま
れ
て
い
る
が
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
土
地
所
有

者
不
明
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
解

決
の
方
策
を
探
っ
て
参
り
ま
す
。
当
面

の
安
全
対
策
と
し
て
早
急
に
草
木
の
伐

採
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
を
実
施

し
ま
す
。

【
産
業
振
興
課
長
】
ス
カ
イ

パ
ー
ク
は
町
の
観
光
振
興
の

中
枢
を
担
う
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と

は
勿
論
、
モ
ン
ベ
ル
フ
レ
ン
ド
エ

リ
ア
の
入
り
口
と
し
て
の
機
能
も

期
待
さ
れ
ま
す
。
本
年
４
月
か
ら

は
空
の
駅
と
ひ
こ
う
き
の
丘
に
JR

の
バ
ス
停
も
設
置
さ
れ
公
共
交
通

で
の
ア
ク
セ
ス
も
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
ス
カ
イ
パ
ー
ク
か

ら
南
部
エ
リ
ア
に
も
立
ち
寄
れ
る

仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

女
性
の
中
に
は
、

身
近
な
物
に
新
た

な
価
値
観
を
見
出
す

「
発
想
力
」
や
、
そ
れ

ら
を
上
手
に
紹
介
出
来

る
「
発
信
力
」
を
備
え

た
方
が
多
い
の
で
、
観

光
分
野
で
も
っ
と
活
か

し
て
欲
し
い
。

町
に
よ
る
広
域
で
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

ル
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

全
国
展
開
の
事
業
な
の
で
、
芝

山
町
を
知
っ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
と
思
う
が
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
HP
の

作
成
や
地
域
の
観
光
資
源
の
調

査
を
進
め
、
PR
を
し
て
い
き
ま
す
。

ス
カ
イ
パ
ー
ク
に
は
、
飛
行
機

を
見
る
楽
し
さ
に
加
え
、
博
物

館
や
空
の
駅
、
温
泉
施
設
な
ど
、
観

光
の
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
こ

へ
さ
ら
に
「
遊
具
の
あ
る
公
園
」
や

「
体
験
農
場
」
を
作
れ
ば
、
芝
山
の

魅
力
を
存
分
に
味
わ
え
る
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
に
な
る
と
思
う
。

ま
た
、
芝
山
仁
王
尊
や
は
に
わ
博
物

館
な
ど
の
南
部
エ
リ
ア
と
併
せ
て
、

〈
対
照
的
な
二
つ
の
パ
ー
ク
〉
と
し

て
、
全
体
構
想
を
し
て
い
く
べ
き
と

思
う
が
。

『一般質問』

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間50分）

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
千
葉

大
学
と
連
携
し
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
将
来
展
望
の

報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

今
年
の
２
月
、
芝
山
町
・
横
芝
光
町
・

山
武
市
が
大
手
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
モ
ン
ベ
ル
に
、
県
内
初

の
「
モ
ン
ベ
ル
フ
レ
ン
ド
エ
リ
ア

九
十
九
里
」
と
し
て
登
録
し
、
３
市

観光施策
今後の構想は

KEIKO SAKAI

安
全
な
通
学
路
と
歩
道
の
整

備
を

ス
カ
イ
パ
ー
ク
を
中
心

と
し
た
展
開
は

▲一般質問後、９月下旬には路肩の清
掃とグリーンベルトの設置が行われ
た、はにわ台入口への坂道
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『一般質問』

（創芝会）

（所要時間53分）

『一般質問』

８
月
に
西
日
本
を
中
心
に
大
雨

に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
が
、

本
町
で
も
そ
れ
に
匹
敵
す
る
雨
が

降
っ
た
場
合
の
備
え
は
で
き
て
い
る

か
。【

総
務
課
長
】
町
で
は
災
害
発

生
時
か
ら
災
害
復
旧
ま
で
、
芝

山
町
地
域
防
災
計
画
に
て
対
応
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
災
害
に
備
え
て
い

ま
す
。

 

避
難
経
路
が
断
た
れ
た
場
合
の

基
礎
知
識
と
し
て
、
避
難
所
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
在
宅
避
難
や
車
中
泊
の

方
法
を
追
加
し
て
み
て
は
。

【
総
務
課
長
】
住
み
慣
れ
た
自

宅
内
で
の
避
難
や
車
中
泊
に
つ

い
て
も
有
効
な
避
難
の
選
択
肢
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
と
し
て
も

推
奨
す
べ
き
で
す
の
で
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

 

本
町
で
は
た
く
さ
ん
の
災
害
協

定
を
結
ん
で
い
る
が
、
現
在
ど

の
く
ら
い
の
数
の
災
害
協
定
を
結

び
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
町
民

へ
周
知
す
べ
き
で
は
。

【
総
務
課
長
】
現
在
40
の
行
政

や
民
間
団
体
と
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
、
電
力

復
旧
の
連
携
や
、
自
治
体
間
の
災
害

時
の
相
互
応
援
協
定
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
町
の
HP
に
て
内
容
を

詳
し
く
公
表
し
て
い
ま
す
。

 

防
災
無
線
が
聞
き
取
り
づ
ら
い

と
い
う
町
民
の
意
見
が
あ
る

が
、
防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
。

【
総
務
課
長
】
防
災
行
政
無
線

の
聞
き
逃
し
等
の
対
策
と
し
て

は
有
効
で
す
が
、
ま
ず
、
情
報
メ
ー

ル
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
利
用
を
推
進

し
ま
す
。

 

障
が
い
者
の
方
で
単
独
で
の
移

動
が
難
し
い
方
が
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
の
避
難
所
へ
避
難
し
た
い
場

合
、
町
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体

制
は
取
れ
て
い
る
か
。

【
福
祉
保
健
課
長
】
避
難
支
援

関
係
者
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議

会
や
民
生
委
員
等
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
単
独
避

難
が
難
し
い
方
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

災
害
に
負
け
な
い
町
へ

 

本
町
の
東
側
に
つ
い
て
も
、
公

共
交
通
を
検
討
し
て
み
て
は
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
や
道
路
幅
等
、
交

通
環
境
面
の
条
件
整
理
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
今
後
地
域
公
共
交
通
計

画
の
中
で
東
側
地
域
の
公
共
交
通
整

備
に
つ
い
て
も
検
討
で
き
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
た
い
で
す
。

AKIRA IWAUCHI

町
の
東
側
へ
公
共
交
通
を

防
災
面
の
更
な
る
強
化
を

▲一昨年の台風被災時には全国からの支援が

岩内 　章　議員
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人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

の
取
り
組
み
の
中
で
、
地
域

の
意
見
が
集
約
さ
れ
た
次
の
段
階

で
、
以
前
取
り
上
げ
た
農
業
振
興

計
画
の
策
定
を
あ
ら
た
め
て
提
案

す
る
が
。

【
産
業
振
興
課
長
】
農
家
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
地

域
の
貴
重
な
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
提
案
さ
れ
た
農
業
振
興
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
分
野
に
関
す
る
事
を
、

包
括
的
に
相
談
で
き
る
担
当

窓
口
を
設
置
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
対
応
す
る
た
め
に
、
農
商
工

連
携
事
業
と
し
て
、
農
業
団
体
や

商
工
団
体
と
連
携
し
、
相
談
に
答

ら
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
提
案
す

る
が
。【産

業
振
興
課
長
】
農
商
工

連
携
事
業
と
し
て
、
農
業
団

体
や
商
工
団
体
と
連
携
し
て
相
談

に
対
応
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
に

つ
い
て
は
、
町
と
し
て
有
益
な
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
多
く

の
関
係
機
関
が
存
在
す
る
こ
と
や
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
の
か
な
ど

を
考
え
る
と
、
少
し
研
究
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後

の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

共
生
の
先
に
あ
る
共
栄
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
、
地
域
が
空
港
と
協

力
し
合
い
空
港
の
プ
ラ
ス
の
面
を
地

域
に
波
及
さ
せ
、
共
に
発
展
し
て
い

く
と
い
う
共
栄
の
具
現
化
を
よ
り
強

く
意
識
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
地
域
と
空
港
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
理
解
し
、
お
互

い
を
育
て
て
い
く
と
い
う
関
係
性
に

な
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

千
葉
県
が
取
り
ま
と
め
た
実
施
プ
ラ

ン
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
、
地
域
の

発
展
と
空
港
の
発
展
が
好
循
環
す
る

地
域
づ
く
り
、
こ
れ
こ
そ
が
目
指
す

べ
き
町
づ
く
り
の
方
向
性
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

共
生
の
時
代
か
ら
共
栄
の
時
代
に
変

わ
り
、
機
能
強
化
に
よ
っ
て
さ
ら
に

町
も
空
港
も
新
し
い
時
代
に
入
っ
て
い
く

が
、
騒
音
対
策
も
含
め
て
将
来
に
向
け
た

町
づ
く
り
の
方
向
性
と
空
港
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

【
町
長
】
地
域
と
空
港
の
共
存
共
生

の
理
念
の
下
、

航
空
機
騒
音
を
筆
頭

に
地
域
が
空
港
か
ら

受
け
る
マ
イ
ナ
ス
面

に
対
し
て
様
々
な
事

業
を
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
。
今
後
、
騒

音
対
策
な
ど
の
事
業

に
つ
い
て
は
財
政
面

を
考
慮
し
た
上
で
、

さ
ら
な
る
充
実
を

『一般質問』

相
川
町
長
か
ら
の
ラ
ス
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ

農
業
振
興
計
画
を

TAKAYUKI ASOU

▲空港と地域の共栄を

麻生 孝之　議員
（創芝会）

（所要時間42分）

基幹産業として
の更なる発展を
目指して
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『一般質問』

現
在
、
町
で
計
画
し
て
い

る
新
設
道
路
は
ど
こ
か
。

【
町
長
】
芝
山
小
学
校
前

の
道
路
と
県
道
八
日
市
場

八
街
線
と
国
道
２
９
６
号
を
結

ぶ
（
仮
称
）
第
二
は
に
わ
道
の

計
画
が
あ
り
ま
す
。

芝
山
小
学
校
前
の
道
路
は

新
井
田
や
ハ
ニ
ワ
台
、
バ

ル
ー
ル
ド
な
ど
か
ら
の
通
学
路

で
あ
り
、
１
日
も
早
く
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う

が
。
ま
た
小
池
３
の
道
路
も
約

束
の
区
間
ま
で
計
画
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
し
て
高
谷
川
道
路
と

山
中
新
道
を
接
続
す
る
こ
と
で

芝
山
公
園
、
仁
王
尊
、
博
物
館

な
ど
と
空
港
が
一
本
の
道
路
で

つ
な
が
り
、
観
光
の
観
点
か
ら

も
有
効
で
第
三
は
に
わ
道
と
も

呼
べ
る
の
で
は
な
い
か
。

保
育
所
給
食
費
の
集
金
方
法
を
改

善
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
現
在

の
保
育
所
給
食
費
の
予
算
は
い
く
ら
か
。

【
子
育
て
・
保
健
衛
生
担
当
課
長
】

令
和
２
年
度
で
約
２
８
０
万
円
で
す
。

手
間
な
ど
も
考
え
、
給
食
費
を
無

料
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
無
償
化
と
い
う
方
向
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
な
る
充
実
は

考
え
て
い
る
か
。
小
学
校
、
中
学

校
と
も
き
め
細
か
な
意
向
調
査
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

【
教
育
課
長
】
小
、
中
学
校
と

も
今
後
、
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。町

の
基
幹
産
業
は
農
業
、
空
港
、

観
光
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
最
重
要
施
策
は
何
か
。

【
町
長
】
農
業
面
で
は
、
ど
ん

な
作
物
に
も
対
応
で
き
る
土
地

の
強
み
を
活
か
し
て
農
業
で
生
活
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
根
底
に
実
践
し

て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

空
港
面
で
は
、
機
能
強
化
、
圏
央

道
の
開
通
が
国
、
県
、
町
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

観
光
面
で
は
、
多
く
の
施
設
、
資

源
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
そ
れ
を

有
効
的
に
繋
げ
、
点
を
線
に
線
を
面

に
し
て
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

空
の
駅
を
道
の
駅
と
し
て
登
録

す
る
こ
と
は
、
観
光
の
面
で
も

農
業
の
面
か
ら
も
肝
要
だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】
要
綱
に
合
致
せ
ず
、

な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。構

造
的
な
変
更
で
そ
の
要
綱
に

近
づ
け
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
と

思
う
。現

在
の
芝
山
町
に
欠
け
て
い
る

こ
と
を
敢
え
て
あ
げ
る
と
し
た

ら
何
か
。

【
町
長
】
成
田
空
港
の
全
面
的

な
解
決
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
実
感
な
し
に
は

空
港
と
真
の
共
栄
と
は
言
え
な

い
と
思
う
。
ま
た
町
の
発
信
力
も
足

り
な
い
と
感
じ
る
が
。

【
町
長
】
世
界
か
ら
、
日
本
の

各
地
か
ら
芝
山
に
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
施
策
が
現
在
進
行
し
て

い
ま
す
の
で
、
取
り
組
み
を
支
持
し

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

堀越 保夫　議員
（平成会）

（所要時間58分）

町
長
勇
退
に
あ
た
り

日
本
一
の
子
育
て
支
援
を

目
指
し
て

イ
ン
フ
ラ
の
要
、
道
路

整
備
は

YASUO HORIKOSHI

芝
山
町
の
可
能
性
を
問
う
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国
の
令
和
2
年
度
第
3
次
補
正

予
算
で
の
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
事
業
だ
が
、
芝
山
町
の
申
し
込
み

状
況
は
。

【
町
長
】
20
名
弱
、
約
12
・
9
ha

の
申
し
込
み
で
し
た
。

芝
山
町
は
不
採
択
と
な
っ
た
が
、

そ
の
要
因
は
何
か
。

【
町
長
】
低
コ
ス
ト
生
産
等
の

取
り
組
み
面
積
の
増
加
率
が
少

な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

　

県
内
で
採
択
さ
れ
た
の
は
、
成
田

市
と
匝
瑳
市
で
す
。

本
年
度
も
国
の
補
正
予
算
で
水

田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
見

込
ま
れ
る
が
、
採
択
に
向
け
た
取
り

組
み
は
あ
る
か
。 

【
町
長
】
低
コ
ス
ト
生
産
な
ど

の
取
り
組
み
面
積
拡
大
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

 
高
谷
川
沿
い
の
水
田
基
盤
整
備

事
業
が
話
題
に
な
っ
て
き
た
が
、

実
施
す
る
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
手
順

が
考
え
ら
れ
る
か
。

【
町
長
】
地
域
ご
と
、
も
し
く
は
、

複
数
の
地
域
ご
と
に
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
か
ら
の
要
望
を
も
と
に
、
町
や

県
な
ど
を
交
え
て
説
明
会
や
座
談
会
を

開
催
し
た
上
で
、
事
業
の
内
容
や
規
模

を
協
議
し
ま
す
。
次
に
、
営
農
計
画
・

事
業
計
画
の
作
成
や
準
備
委
員
会
の
設

立
、
農
地
の
集
積
な
ど
が
必
要
と
な
り
、

事
業
採
択
ま
で
に
4
年
以
上
の
準
備
期

間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

策
、
対
応
が
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
空
港
会
社
の
説
明
に

不
安
を
感
じ
た
部
分
が
あ
れ
ば
、

空
港
会
社
に
し
っ
か
り
説
明
す
る
よ

う
に
私
か
ら
も
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
谷
川
沿
い
機
能
補
償
道
路
の

芝
山
町
へ
の
経
済
効
果
は
。

【
町
長
】
大
半
が
空
港
会
社
に

よ
る
機
能
補
償
道
路
と
し
て
整

備
さ
れ
る
た
め
、
経
済
効
果
の
試
算

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
走
行
性
等
の

向
上
に
よ
り
、
約
4
分
程
度
の
時
間

短
縮
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

来
年
度
予
算
に
調
査
費
を
計
上

で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
に
向
け
た
座
談
会
が
開

催
中
で
あ
り
、
地
域
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

高
谷
川
沿
い
道
路
整
備
事
業
が

具
体
化
さ
れ
て
き
た
が
、
基
盤

整
備
事
業
・
機
能
補
償
道
路
・
不
耕

作
地
の
解
消
・
不
在
地
主
の
解
消
・

高
谷
川
の
改
修
等
芝
山
町
の
将
来
を

見
据
え
た
計
画
策
定
は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
各
々
の
事
業
で
は
将

来
を
見
据
え
た
計
画
を
策
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
事
業
を

総
括
し
て
の
将
来
を
見
据
え
た
計
画

に
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
今
後
の
課

題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

移
転
関
係
住
民
の
用
地
売
買
に

つ
い
て
不
利
益
に
な
ら
な
い
施

『一般質問』KAICHI JITSUKAWA

農
業
再
生
協
議
会
の
充
実

早
期
に
地
域
の
要
望
を

騒
音
下
の
将
来
展
望

▲高谷川沿い道路の有力候補【出典：国土地理院】

實川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間49分）

地域を守る
水田基盤整備
事業始まる
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議案�
番号

上程された
議案・概要・結果�

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑧⑨⑩⑪⑫
⑦
議
長

議決
結果

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

萩
原
正
規

堀
越
保
夫

麻
生
孝
之

伊
橋
寿
夫

小
嶋
秀
樹

戸
井
沢
夫

内
田
白
民

平
山　
弘

岩
澤
達
弥

条例の一部改正

第１号 監査委員に関する条例の一部改正
（地方自治法の一部改正に伴う一部改正）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 芝山町手数料徴収条例の一部改正
（個人番号のカード再交付手数料に関する規定の削除）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号
芝山町社会体育館の設置及び管理に関する条例
の一部改正
（菱田社会体育館を廃止し、新たに旧東小体育館を加える）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

P3,6,
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号
芝山町共同利用施設の設置及び管理に関する条
例の一部改正
（菱田共同利用施設の廃止）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

人事

第５号
芝山町人権擁護委員の推薦につき議会の意見 
（任期満了に伴う人権擁護委員の推薦者を適任と認め
る議会の意見）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度補正予算

第６号
一般会計（第５号）
（社会福祉費4994万等を追加し、総額58億8635万
2000円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

P3,4,
5,7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号
国民健康保険特別会計（第１号）
（国民健康保険事業費納付金を増額し、総額10億763
万6000円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号
農業集落排水特別会計（第１号）
（総務管理費12万5000円を増額し、総額5942万
5000円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 公共下水道特別会計（第１号）
（総務管理費を減額し、総額2億4518万7000円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号
介護保険特別会計（第１号）
（還付加算金及び繰出金等1059万円を追加し、総額
8億5001万円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第11号
後期高齢者医療特別会計（第２号）
（総務管理費141万3000円を減額し、総額4342万
4000円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定

第１号
令和２年度芝山町一般会計歳入歳出決算
（一般会計の令和２年度歳入歳出決算を監査委員の
意見を付して認定するものです）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）

P2,8,
9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号
令和２年度芝山町国民健康保険特別会計歳入
歳出決算（国民健康保険特別会計の令和２年度歳入
歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号
令和２年度芝山町農業集落排水事業特別会計歳
入歳出決算（農業集落排水事業特別会計の令和２年
度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するも
のです）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号
令和２年度芝山町公共下水道事業特別会計歳入
歳出決算（公共下水道事業特別会計の令和２年度歳入
歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号
令和２年度芝山町介護保険特別会計歳入歳出決
算（介護保険特別会計の令和２年度歳入歳出決算を
監査委員の意見を付して認定するものです）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号
令和２年度芝山町後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算（後期高齢者医療特別会計の令和２年度歳入
歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報告

第１号
令和２年度芝山町一般会計継続費精算報告書 
（第5次芝山町総合計画策定支援業務委託等の完了
に伴う報告）

－ － － － － － － － － － － －

議員発議（意見書、決議書の採択による発議）

第１号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 圏央道（大栄・横芝間）の早期完成等に関する決議 可決 
賛（11）・否（ 0 ） P19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年第３回定例会で
審議した議案とその結果議員の賛否を公開

※議長は採決に加わりません。
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　９月４日、関係地区区長、農業委員、議会議員が出席の下、町と成田国際空港㈱による
高谷川沿い道路整備事業計画についての説明会が行われました。

▲冒頭、挨拶をする企画空港政策課長

様 々な角度から比較・検討
９月４日　（仮）高谷川沿い道路整備事業　第１回説明会

町

四者協議会

２
つ
の
計
画
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置

づ
け
と
は

News
  and
Topics

　
町
が
令
和
元
年
12
月
に
策
定
し
た
「
芝
山

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、
町

東
部
地
域
の
南
北
を
結
ぶ
「
地
域
連
携
軸
の

構
想
道
路
」
と
し
て
、
ま
た
令
和
２
年
３
月

に
四
者
協
議
会
で
定
め
ら
れ
た
「
成
田
空
港

周
辺
の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
実
施
プ
ラ

ン
」
の
中
で
は
、
空
港
機
能
強
化
に
伴
い
廃

道
と
な
る
町
道
の
「
付
け
替
え
道
路(

補
償

道
路)
」
と
し
て
、〈
空
港
拡
張
区
域
西
側
に

「
高
谷
川
沿
い
道
路
」
を
整
備
す
る
〉
と
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
担
当
者
か
ら
は
、
選
定
さ
れ
た
５
本
の

ル
ー
ト
案
を
様
々
な
観
点
か
ら
比
較・
検
討
で

き
る
よ
う
、
ル
ー
ト
の
概
要
図
と
比
較
表
を
示

し
な
が
ら
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
現
段
階
で

は
、
ま
だ
お
お
よ
そ
の
検
討
成
果
で
は
あ
り
ま

す
が
、〈
起
点
〉
は
国
道
２
９
６
号
と
県
道
八

日
市
場
佐
倉
線
と
の
交
差
点
、〈
終
点
〉
は
県

道
八
日
市
場
八
街
線
の
高
谷
橋
付
近
ま
で
、
約

５・
４
キ
ロ
の
左
岸
側
ル
ー
ト
案
を
〈
最
適
路

線
〉
と
し
て
い
ま
す
。

　
質
疑
で
は
、
参
加
者
か
ら
、
多
発
す
る
大
雨

時
の
高
谷
川
周
辺
町
道
の
浸
水・
通
行
止
め
被

害
の
解
消
や
、
水
田
地
帯
の
農
地
分
断
や
残
地

の
形
状
に
つ
い
て
の
配
慮
を
願
い
た
い
と
い
っ

た
切
実
な
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
担
当

者
か
ら
は
、
大
雨
に
よ
る
避
難
の
際
に
も
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
、
盛
土
構
造
に
す
る
こ
と

や
、
今
後
さ
ら
に
地
元
住
民
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
農
地
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
る

よ
う
な
道
路
線
形
を
計
画
し
て
い
き
た
い
、
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

（Ｒ元年12月策定）

（Ｒ２年３月策定）

都市計画
マスタープラン

成田空港周辺地域
づくりに関する
「実施プラン」

高
谷
川
沿
い
道
路
計
画

供
用
開
始

 • 

盛
土
工
事
・
舗
装
工
事

 • 

軟
弱
地
盤
対
策

 • 

用
地
買
収
・
埋
蔵
文
化
財
調
査

 • 

詳
細
設
計
・
用
地
測
量
な
ど

 • 

予
備
設
計
・
測
量
・
地
質
調
査

　

な
ど

 • 

概
略
設
計

５
本
の
概
略
ル
ー
ト
案
を
比
較
検
討

※この図は高谷川沿い道路のイメージを住民の皆様と共有するために
作成したものです。地権者や関係者の方々の同意を得ていないことに
ご留意ください。

R2〜 R3〜



－芝山議会だより　No.133　R3.11.119

　令和３年８月２５日付けで、伊橋寿夫議員が令和元
年12月〜令和２年２月のあいだ山武郡市議会議長会
の会長を務めたことへの感謝状が贈呈されました。

　７月１９日、芝山町役場に
て芝山町議会・多古町議会
連絡協議会の役員会と総会
を同日開催しました。
　席上ではコロナ禍での協
議会の事業計画や、2024
年度が開通目標とされる首
都圏中央連絡自動車道（大
栄・松尾横芝IC間）におい
て芝山町議会と多古町議会
が足並みを揃え、圏央道の
早期完成に関する決議書と
地域の意見書について協議
しました。

▲両町長を迎えて行われた総会

連 絡協議会（役員会・総会）

市町の代表としても活躍

議会の活動報告

芝山町議会・多古町議会

山武市議会議長会

　この度、山武郡市議長として表彰の栄を賜
りましたこと、大変光栄に存じます。これは、
ご支援者並びに関係各位の長年に亘る大きな
お力添えがあればこその誉であり、衷心より
感謝申し上げます。これを好機とし、今後も町
発展のため邁進して参る所存です。これから
も変わらぬご支援をお願い申し上げます。こ
の度は誠にありがとうございました。

6

伊
い は し

橋寿
ひ さ お

夫（宝馬）

昭和36年7月13日生（60歳）
当選4回。2018年3月～2020
年2月、平成から令和へと時代が
移る2年間、第61代芝山町議会
議長を務める。

Profile
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霜
月
の
訪
れ
を
知
っ
て
か
、
よ
う
や
く
台

風
の
気
配
が
遠
ざ
か
り
ま
し
た
。「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
昨
年

の
台
風
の
教
訓
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
自
家
発
電
設
備
も
今
年
度

中
に
は
完
成
し
、
よ
り
安
心
で
安
全
な
避
難

所
へ
と
進
歩
し
て
く
れ
ま
す
。

　
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
に
沈
ん
で
か
ら
早
１

年
半
。
日
本
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
功
を
奏
し

て
か
、
感
染
者
数
は
や
っ
と
落
ち
着
い
て
き

ま
し
た
。
わ
が
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
４

月
の
開
始
時
点
で
は
申
し
込
み
が
殺
到
し
電

話
が
つ
な
が
ら
な
い
混
乱
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
順
調
に
進
み
、
10
月
半
ば
時

点
で
は
、２
回
目
ま
で
接
種
を
終
え
た
方
が
、

個
別
接
種
を
含
め
全
体
の
72
・
34
％
の
達
成

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
11
月
末
ま
で
に
は
、

集
団
接
種
申
し
込
み
の
方
す
べ
て
が
完
了
の

予
定
。
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
足
音
が

近
づ
く
昨
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任
意
で
あ
り
、
魔
法
の
杖

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
け
た
方
も
受
け
な
い

選
択
を
さ
れ
て
い
る
方
も
、
基
本
の
感
染
予

防
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

と
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 17

Ｑ�どんなきっかけで、芝山町に
やって来ましたか？

アタライ　ビラルさん

　　　　由
ゆ う き

希さん

　　　　結
ゆ わ

和ちゃん

　　　　優
ゆ う し ゃ

佑紗くん

　�母国はトルコです。仕事で３年ほど
前に都内から来ました。

Ｑ芝山町の印象は？

Ｑ芝山町での生活はどうですか？

　�空港はよく利用していましたが、近
くにこんな豊かな自然が広がる町が
あるのだと驚きました。

　�田舎暮らしは不安でしたが、優しい
ご近所さん達に出会えたのは１番良
かった点です。困ったとき助けてい
ただいたり、食材をおすそ分けし
あったり、とても良き関係を築けた
ことに感謝しています。

Ｑ町に望むことは？
　�スポーツやイベントに大人も子供も参加できるようなオープンな施設
が町の中心にあれば良いと思います。また、空港を利用する海外の人
も芝山町に気軽に訪れることが出来るような、英語を活用したまちづ
くりを希望します。

地元の竹サークルの活動も芝山町
ならではの楽しみです

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和3年第4回芝山町議会
定例会のお知らせ

12月14日
　　17日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編
集
後
記

㈫から
㈮ （はにわ台東）


